
高齢者コロナ・インフルエンザ定期予防接種
　今年からコロナ予防接種は高齢者のみが定期接種の対象となりました。市内実施医療機関で予診票と説
明書を受け取ってください（市外接種の人は手続き時にお渡しします）。
　コロナとインフルエンザの予防接種は同時接種が可能です。接種時期は医療機関へ相談してください。
期間＝10月１日（火）～ 1月31日（金）　※接種は期間内1回のみ。
対象＝次の①または②に該当し、自らの意思と責任で接種を希望する市民
①満65歳以上　②満60 ～ 65歳未満で下記に該当する人
・ 心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の障害のある人（身体障害者

手帳１級相当）
・ヒト免疫不全ウイルスにより、免疫の機能に日常生活が極度に制限される程度の障害のある人
接種費用＝自己負担額 コロナ3,000円・インフルエンザ1,500円
※ 接種場所、接種費用の自己負担分が公費負担により無料となる人、市外接種の手続きなど、詳細はつなが

り9月15日号または市ホームページをご覧ください。ホームページから生活保護世帯・市民税非課税世
帯の人の公費負担（市外接種含む）の手続きができるようになりました。

問合せ＝さんて郡山（☎58-3333）
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免疫細胞

早期がんのうちに発見できる時間はたった１～２年です
早期がんのうちに治療をはじめれば、９割の人が完治する時代です。ただし、早期がんの段階では
自覚症状はまず出ません。そして、早期がんのうちに発見できるのは、ごく短期間です。

① がん細胞は健康な人の体でも毎日たくさん、生まれては免疫細胞に退治されていま
すが、その中の一部が生き残ります。

え!?そう
なの？

② 生き残ったがん細胞が、検査で分かる１センチ大になるには、約15年もかかります。

③ しかし、１センチから２センチになるには、たったの１年半！！ ２センチからは進行
がんになってしまいます。検診を２年ごとに受けなければ、がんを早期に発見でき
ません。

検査で見つけにくい
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症状がないうちに、早期にがんを発見するのが、がん検診の役割です。

今年こそ、受けようがん検診！！
申込はこちら→

広告の内容に関するお問い合わせは、直接広告主へお願いします。
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